
理�

大学）
と私が最年少ということ

で幹事を仰せつかっていた。

この会合に大平外相を羽田空

港に迎えたばかりという、
法眼

晋作外務次官が出席され、
関口

一番、
「今回の日中国交は10

0点満点どころか120点をつ

けられる」
といわれた。
私はあ

ぜんとして大きな違和感を覚え

たことを思い出す。

私を含む国際
関係懇談会の多

くのメンバーは、
佐護国相も考

えていたように、
日中国交は時

代の流れとして不可避だが、
日

本にとっては中華民国
日台湾と

歴史的に固有な関係の台湾

月日種目

1972年9月初日
午後、
田

中角栄元首相と大平正芳一元外相

は、
日中国交正常化を果たして

北京から帰国した。
その同じ日

に、
佐藤
栄作元首相の時代に内

閣官房に組織され、
当時は外交

一元化ということで外務省に移

管されていた国際
関係懇談会が

開がれていた。この懇談会は、日

中
関係をどう形成すべきかを議

論するための一
種の諮
問機関で

あり、
亡き高坂正
勢教授（京都

平成1 9年（2007年） 1 0月8日

の闘係という歴吏的にも様々
に

固有な
関係があるので、
この点

をしっかり考慮して禍根を残さ

ないようにすべきであり、一
挙

に日中国交を実現して急旋回す

ることは避けるべきだという方

向に議論が進んでいた。
それだ

けに、マスコミに煽られたかた

ちでの田中首相主導の拙速外交、

に私は異を唱えたのである。

湾
ム
口ル」レlu，SE－

 

亦
久の

その温
震は変わっていない。

出
回

このお年間を振り返ってみる

十JF

と、日中国交正常化以来、
日本
’ιEEf

が中国に対してとってきた態度
一陣ニマ

は、
日本側が常に低姿勢で中国

噌J刊4

側に対応するという、
まさに
，内Mvl

「朝貢外交」
ともいうべきスタ
・
l’

イルだった。

＝LB一

このような
。対中国位負け外

IEt

交。から脱することが日中
関係

司」Mコ

の長期的展望においては是非必
「
日ド

要だといえようが、
安倍前首相

．，

の訪中時にも見られたように、

E
EE

このところ日本の対中外交のス

．，

タイルには印象的な変化が見え

国威発揚イベント続く申国

あれからお年、
日中関係は緊

密化したが、
台湾問題の存在と

シリーズ
日
中
国
交
正
常
化
お
年

G量軍事，12版9 

てきている。
なぜそれができた

のか。
その理由のひとつは、
従

来、
対中
関係を一手に
仕切って

きた外務省のいわゆるチャイナ

スクールによる関与がなくなっ

てきたからだといえよう。

そして、一方、
中国側も江沢

民時代のように歴史認識の問題

や「靖国」
の問題でかたくなに

突っ張ってばかりいられない様

な々事情を、
現在の胡政権は抱

国際教養大学
理事長・学長

中嶋 嶺雄

えている。
それは中国圏内に噴出する社

会問題だ。
今、
中国で起こって

いる恐るべき貧富の差、
農村・

島民の問題、
環境問題、エネル

ギー問題、
拝金主義（向銭宕）

と汚職の問題などは、
「改革・

開放」
体制下の経済成長至上主

識による深刻な負の遺産であ

り、
圏内の不
満も極限的に高ま

言Ii正

中
台
衝
突
回
避

っている。
これらの
不満は、
こ

の叩月中旬に聞かれ
る中国共産

党第行回大会での

「科学的発展

観」
といった改善策の提示では

とうてい解消しないであろう。

当面は2008年の北京オリン

ピック、
ω年の三峡ダムと上海

［霊鹿聞のスーパーハイウェイ

の完成、
印年の上海万博といっ

た国威発拐の大イベントを次々

に成功させる以外にない。
そし

てそれには、
地理的、
金銭的、

技術的と3つの面で、
日本の協

力を是非必要としているのでは

ないか。
だからこそ日中外交

は、
「間
里
を不問に付して次

の新しいステ！？に入ったとも

言えるのだ。

日本の主
体的行動が必要

現在の東アヲアの情勢を見る

につけ、
北朝鮮問題以上に重要

なのが「台湾問題」
である。
台

湾の次期総統選挙はω年3月に

行われる。
ここが一つのポイン

トだ。
国民党が再び政権を握れ

ば、
第3次国共合作ということ

もありえよう。
民進党が選ばれ

て、
中華民国という国名に固執

せず台湾のアイデンティティー

をさらに強めれば、
中国は反国

家分裂法をたてに
軍事
行密ゼ起

こすかもしれない。

そのような事態を避けるため

に、
日本はどのような外交展開

をすべきか、
これは極めて重要

かっ切実な課題である。

最近の中国は、
台湾問題につ

いてますます強硬になりつつあ

り、
「台湾は中国の一
樫
とい

う主張をさらに強めている。一

方台湾においては、
中華民国で

はなく台湾の名称で国連に加盟

すべきだという世
論も高まって

いる。
溜基文

国連事務総長まで

「台湾は中国の一
芭
と発言し

たことに関しては、
日
本をはじ

め米国やオーストラリアの外交

当局が国連決議（2758決

議）
でさえそんなことは認めて

いないと国連に申し入れたが、

歴史的に固有な関係ばかりか、

日本の国益にとってもきわめて

重要な台湾の問題に関しては、

日本こそが米国やアヲア諸国に

呼びかけて、
主
体的な行動をと

るべきだと私は考えている。

（なかじま
みねお）

2007.10.8 

A、

日
本
は
何
が
で
き
る
か
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